K-BOOST【追加募集】申請書
九州大学「基盤」と「応用」の相乗効果で未来を拓く高度AI人財育成プログラム　(K-BOOST)　
【2026追加募集】申請書
	氏　　　　　名
	
	[bookmark: _Hlk177050820]学 生 番 号(あれば)
	

	メールアドレス注１
修了後も当面利用可能なもの
	
	連絡先
（携帯番号）
	

	全学基本メール
アドレス(あれば)
	
@s.kyushu-u.ac.jp
	学　年
（2026年4月現在）
	

	進学（予定）学府
	
	専　攻
	

	博士課程進学
(予定)年月
	2026年4月
	博士課程修了
見込み年月
	

	博士課程における
指導教員名注2
	
	指導教員
メールアドレス
	

	

大学(学部)卒業
以降の略歴
	　　　　年　　　　月　　　　　　　　　　　　　　　　大学　　卒業

	
	　

	
	　

	
	　

	
	　

	
	　

	
九州大学同窓会
への入会状況
	1. 九州大学の同窓会へ入会していますか。
☐はい　（同窓会名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
☐いいえ（→設問2へ）

	
	2．当プログラムに採用された場合、九州大学の同窓会へ入会し、博士課程修了後も九州大学との連携を保つことに同意しますか。　☐はい　•☐いいえ

	語学能力
語学能力が分かるスコアや資格、レベルを記入してください。(例：TOEIC 870, N1など)
	1. 母語：☐日本語　☐中国語　☐英語　☐韓国語　☐その他（　　　　）
2. 英語レベル（英語を母語としない方のみ記載）：
3. 日本語レベル（留学生のみ記載）：
4. その他の語学レベル：

	
備考欄
	


[bookmark: _Hlk104553626]注１：メールアドレス(@gmail, @yahoo, @icloudなど)は、本プログラム修了後10年間程度、本学が実施するキャリア追跡調査の為に使用します。
注２：博士課程の指導教員が未定の場合、備考欄にその旨記述してください。



１．K-BOOSTへの志望動機ならびに博士課程修了後の進路予定等
本項目は１頁以内に収めてください。
（１）K-BOOSTへの志望動機
K-BOOSTは、我が国が設定した「博士号取得後は、我が国のイノベーション創出や産業競争力強化に貢献する次世代AI分野の研究者となること」というミッションを達成するための制度です。それを踏まえた上で、なぜK-BOOST生を目指すのか、記述してください。




（２）K-BOOSTにおける履修計画
別紙科目一覧にあるように，K-BOOSTでは，「創発科目A」「キャリア開発科目」「AI共創型越境科目」「AIリサーチプロポーザル」の４科目が必修として課せられます。これら科目の概要を熟読の上、どのように取り組む計画であるかを記述してください。



（３）博士課程修了後のキャリアプラン（特に、博士課程修了後、AI理論・技術により、日本の科学技術推進・イノベーションにどう貢献するかを、具体的かつ根拠と共に記載すること）
K-BOOSTは「博士課程修了後も、我が国（日本）の科学技術・産業競争力強化に貢献する次世代AI分野の研究者」となる博士学生を対象とします。これを考慮の上、修了後の進路予定などについて述べてください。





申請書作成に当たって留意すること
○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

留意事項：
1. 使用する文字サイズは、１０．５ポイントとすること。
2. 行間隔は常識の範囲内で調整可。
3. 各項目のタイトルは削除しないこと。
4. 各項目下段の指示書き（斜体）は作成時に削除すること。
5. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。

○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

２．博士課程で実施する予定の研究内容　
本項目および次項目(3.)をあわせて2頁以内に収めてください。
(1) AI関連研究構想や計画
K-BOOSTは博士課程学生自身のアイデアに基づく独自の研究を支援するものです。（教員の指示通りの課題に対する支援ではありません。）したがって、ここでは応募者自身が「現時点で考える」AI関連研究構想や計画などを記入してください（事情により、博士課程進学後に計画修正がなされても構いませんが、ただしAI関連研究であることは必須です）。

















（２）上記研究が（現在までの研究と同様）、「一般的なAI技術を単に利用したレベル」に留まらないと考える理由















（３）上記研究の遂行により、自身が博士修了後に「我が国のイノベーション創出や産業競争力強化に貢献する次世代AI研究者」となると考える根拠








３．現在実施しているAI研究の内容　
現在（修士課程等）実施中の研究について、それがAI研究としてどのようなオリジナリティを持つのかを中心に説明してください。

申請書作成に当たって留意すること
○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

留意事項：
1. 使用する文字サイズは、１０．５ポイントとすること。
2. 行間隔は常識の範囲内で調整可。
3. 各項目のタイトルは削除しないこと。
4. 各項目下段の指示書き（斜体）は作成時に削除すること。
5. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。

○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

４.AI研究遂行力に関するエビデンス
本項目は、1頁以内に収めてください。
我が国は本プログラムに関して、「将来的に次世代AI 分野を開拓・牽引していこうという志と能力を持つ学生を支援の対象とする」ことを求めている。さらにルールとして、支援期間中に自身のAI研究の学会発表や論文発表が必須である。このため、選考に際しては「ある程度のAI研究の経験が既にあること」、そしてその研究も「『一般的なAI技術を単に利用したレベル』に留まらないこと」を重視する（すなわち、「これからAI研究者になる努力をする」といった申請は受け付けない。）

（１）これまで実施したAI研究（卒業論文や学会発表論文での研究など）の概要
申請時に提出するエビデンス（卒論研究や学会発表論文）を根拠に説明すること。





（２）上記研究が「一般的なAI技術を単に利用したレベル」に留まらないと考える理由
できる限り客観的な根拠に基づいて説明すること。





（３）上記研究の推進状況を根拠とした、応募者自身のAI研究能力の評価
できる限り客観的に評価すること。




申請書作成に当たって留意すること
○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○

留意事項：
1. 使用する文字サイズは、１０．５ポイントとすること。
2. 行間隔は常識の範囲内で調整可。
3. 各項目のタイトルは削除しないこと。
4. 各項目下段の指示書き（斜体）は作成時に削除すること
5. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。

○本留意事項の内容を十分に確認し、申請書の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○


５．研究業績
本項目は、1頁以内に収めてください。
（１）論文誌・国際会議プロシーディングス（査読付き）
※査読の有る場合、採録決定後のものに限ります。
著者、氏名、掲載誌名、巻号、pp開始頁―最終頁（発行年）
各論文について，AIとの関係を１，２行程度で端的に記述してください。

（２）卒業論文・学会口頭発表・査読無し論文・投稿中論文など
著者、氏名、発表種別・会議名など、（発行年）
各論文について，AIとの関係を１，２行程度で端的に記述してください。


（３）受賞歴




（４）その他　特記事項（アピールポイント）など








６．現在受給している奨学金や、受給予定・申請予定の支援金など
（１）K2-SPRINGへの採用状況（該当する□に☒をいれてください）
☐ 2026年採用決定済 (ユニット名：　　　　　　　　　　　　)
☐ 採用なし

（２）その他奨学金など　
※複数の団体から支援を受けている場合は、全ての支援金を明記すること

支援団体名（プログラム名）：
受給期間：　　年　　月　～　　　年　　月
金額：　　　円（月額）×　　　　か月（月数）＝　　　　円
注：日本学生支援機構(JASSO)貸与奨学金は記載不要。学習奨励費は要記載。

（３）上記奨学金等以外の、現在の収入　※家族等からの仕送りは記載不要

月額　　　　　　円程度（収入の種類、雇用形態等）
例）月額３万円程度（給与、TA）、月額１０万円程度（給与、アルバイト）、月額１５万円程度（事業収入、個人事業主）など
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